
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリガーに連結されている操作子の引き込み具合によってモータの回転速度を制御する
スイッチ本体と、
　前記スイッチ本体の上部に配置され、切替レバーの回動操作によりモータの回転方向を
切り替える切替スイッチ部と、
　手で把持する円弧状に形成されたルーフ部の反対側に、筒状に形成された２個のスプリ
ングガイドを上下の位置関係を持って設け、且つ該２個のスプリングガイドの間に前記操
作子を連結させる収納係止部を備え、前記２個のスプリングガイドのそれぞれの左右位置
に突出形成された先端が平面の操作規制部を備えたトリガーと、
　前記トリガーと前記スイッチ本体との間に介在され、枠状に形成された上面に前記切替
レバーの突起部に当接して上下動させるスライド部を備え、且つ左右側面上部と下部にそ
れぞれ突出形成された先端が平面のストローク規制部を備えた可動ストッパと、
を備えた電動工具スイッチであって、
　前記切替レバーの突起部が 前記操
作規制部が前記ストローク規制部から外れた位置に対峙させて、前記トリガーを引き込む
ようにし、
　前記切替レバーを回動させて、前記切替レバーの突起部が前記スライド部に当接摺動し
て前記可動ストッパを下方向に移動させることで、前記操作規制部が前記ストローク規制
部と当接する位置に対峙させて、前記トリガーを引き込むようにしたことを特徴とする電
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前記スライド部にスライドされた位置にいるときに、



動工具スイッチ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、携帯用の電動ドリルやその他の電動工具に用いられる電動工具スイッ
チに係り、特にモータの回転速度が正逆の回転方向で異なるように改良した電動工具スイ
ッチに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、業務用或いは家庭用に用いられる電動工具に用いられる電動工具スイッチにおいて
は、モータの回転の正逆方向を切り替えるために、切替スイッチ部がスイッチ本体に併設
され、これにより正逆方向を切り替えているが、この種の電動工具スイッチの構成を、図
１２～図１４に略示的に示し、以下これらについて説明する。
【０００３】
電動工具スイッチ１０は、図１２に示すように、モータの回転数を制御する回転数制御回
路が内蔵されロックボタン９を有するスイッチ本体１２、このスイッチ本体１２に搭載さ
れ切替レバー１３により正逆の回転を切り替える切替スイッチ部１４、およびスイッチ本
体１２から突出される操作子１５を押圧して回転速度を変更するトリガー１６などから構
成されている。
【０００４】
切替スイッチ部１４は、図１３ (Ａ )(Ｂ )に示すように、絶縁体で形成された矩形状のケー
ス１７の上面に、先端部に係合孔１８が形成されこの係合孔１８より離れた位置にケース
１７の長手方向に一体に突設された支点軸１９を有しこの支点軸１９を中心として回動す
る板状の切替レバー１３が、配設されている。
【０００５】
ケース１７の内部は、上部側に上壁２１を有する円筒状の空間２２が形成され、この空間
２２の中に円板状の切替ロータ２３が収納されているが、この切替ロータ２３はその中心
に突設された支持軸２４が上壁２１の中心に穿設された貫通孔２５に挿入されている。
【０００６】
そして、切替ロータ２３は、支持軸２４に対して偏心して上面に突接されたボス２６を有
しており、このボス２６の円弧状の回動により支持軸２４を中心として回動して図示しな
い切替スイッチを切り替える。
【０００７】
さらに、ケース１７には、切替レバー１３の支点軸１９が挿入される嵌合孔２７が一端側
に形成され、貫通孔２５の右側にはボス２６が回動するための円弧状の貫通孔２０が、さ
らに断面がＥ字型の円板状のカバー３０が上壁２１の上側から挿入するための円形の周壁
３１が、それぞれ形成されている。
【０００８】
そして、カバー３０には、上壁２１に形成された貫通孔２５に挿入される回転軸２８が中
央に突設され、ボス２６が貫通する貫通孔２９がカバー３０の中心から偏心して形成され
ており、またこのカバー３０に対向する切替レバー１３には座繰部３２が形成されている
。
【０００９】
さらに、カバー３０の上部には、支点軸１９を支点として回動する切替レバー１３が配設
され、この切替レバー１３の係合孔１８には円弧状に回動するボス２６が貫通している。
【００１０】
以上の構成において、切替レバー１３を支点軸１９に対して切替スイッチ部１４の上から
見て反時計方向に切替レバー１３を回動させると、切替レバー１３の先端部にある係合孔
１８に係合されたボス２６は円弧状の貫通孔２０に沿って反時計方向の端部に移動し、こ
の端部位置では例えば切替ロータ２３により所定値に設定された後述する正転制御回路に
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切替えられる。
【００１１】
逆に、切替レバー１３を支点軸１９に対して切替スイッチ部１４の上から見て時計方向に
回動させると、切替レバー１３の先端部にある係合孔１８に係合されたボス２６は円弧状
の貫通孔２０において時計方向の右端に移動し、この右端位置では例えば切替ロータ２３
に正転側と同じ所定値に設定された後述する逆転制御回路側に切替えられる。
【００１２】
以上の切替スイッチ部１４により、モータの正転と反転を切り替えることができるが、切
り替えた後は、切替スイッチ部１４に隣接配設されたスイッチ本体１２において、トリガ
ー１６によるストロークに対応してモータの回転を制御することとなる。
【００１３】
このようなスイッチ本体１２を中心とする回路構成は、例えば図１４に示すように、電源
３７は、電源スイッチ３３とモータ３４と切替スイッチ部１４との直列回路と、切替レバ
ー１３により切り替えられる正転制御回路３５か逆転制御回路３６のいずれかに印加され
ており、正転制御回路３５には入力端と出力端との間に並列に短絡スイッチ１１が接続さ
れている。
【００１４】
この切替レバー１３により正回転或いは逆回転に切替えた後は、トリガー１６による操作
子１５のスイッチ本体１２側への押圧によりそのストロークが変更され、これにより正転
制御回路３５或いは逆転制御回路３６に内蔵される可変抵抗体３８、３９の上をこの操作
子１５に連動する摺動子４０、４１が摺動されてモータ３４に印加する電圧が変更されて
モータ３４の回転速度が制御される。
【００１５】
具体的には、正回転の場合は、切替レバー１３により正回転側に切り替えられ、先ずトリ
ガー１６により操作子１５が押圧されて電源スイッチ３３がオンとされ、この後で操作子
１５に連動している摺動子４０が可変抵抗体３８上を摺動してモータ３４への電圧が変更
され、さらに操作子１５を押圧すると短絡スイッチ１１がオンして正転制御回路３５を介
さないでもモータ３４に所定電圧が印加されるようになる。
【００１６】
一方、逆回転の場合は、切替レバー１３により逆回転側に切り替えられ、正転制御回路３
５と同一のストロークで操作子１５が移動され、これに伴い逆転制御回路３６の摺動子４
１が摺動されて正転側と同一の電圧がモータ３４に供給される。
【００１７】
これらの場合に、モータ３４に印加する電圧は、適正な値でないと整流ノイズを拾ったり
、不規則な回転をしたり、或いは振動しながら回転するなどスムーズな動きをしないので
、正逆のいずれの回転にも適正な電圧が印加されることが望まれる。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、以上のような電動工具スイッチ１０は、トリガー１６による操作子１５の
同一のストロークに対して正回転も逆回転も同じ電圧であるので、正転逆転とも１００％
効率の良い回転数に設定することができず、このため正逆転を考慮すると、正転でモータ
３４の効率を重点的に向上させることができないという問題がある。
【００１９】
さらに、図１４に示すように、正転制御回路３５の他に逆転制御回路３６を設けなければ
ならず、このため回路構成が複雑になり、形状も大きくなって小形化の障害になり、コス
トも上昇するという問題がある。
【００２０】
そこで、本発明は、従来の機械的な切替スイッチ部の構成を生かしながら、小形で簡単な
構成とすることにより逆方向へのモータの回転速度を正方向とは異なるようにすることを
目的とする。
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【００２１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、以上の課題を解決するための電動工具スイッチの第一構成として、切替レバー
により正逆方向にモータの回転方向を切り替える切替スイッチ部と、該モータの回転速度
を制御する回転数制御回路を有するスイッチ本体と、該回転数制御回路の設定を制御する
トリガーとを有する電動工具スイッチであって、前記切替レバーの回動操作により、該ス
イッチ本体と該トリガーの間に介在する可動ストッパに設けられたストローク規制部と該
トリガの内部に設けられた操作規制部とを着脱させて、正転と逆転の回転速度を変更する
ようにしたものである。
【００２２】
本発明は、以上の第一構成により、正方向の回転の場合は切替レバーにより可動ストッパ
の動きを制御してストローク規制部と操作規制部とを当接させない状態としてトリガーに
よる大きなストロークを確保して効率の良いモータの回転数とし、逆方向の回転の場合は
ストローク規制部と操作規制部とを当接させた状態としてトリガーによるストロークを制
限するようにして逆方向でのモータの回転を制限することができる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る電動工具スイッチの実施の形態について図を用いて説明する。図１～
図８は本発明の実施の１形態を略示的に示した構成図である。なお、理解を容易にするた
め従来の電動工具スイッチと同一部分には同一の符号を付して説明する。
【００２６】
電動工具スイッチ５０は、図１に示すように、全体構成としては、図４に示すモータ４９
(４９Ａ、４９Ｂ、４９Ｃ )の回転数を制御する回転数制御回路５１などが内蔵されロック
ボタン９を有するスイッチ本体５２、このスイッチ本体５２に搭載され切替レバー５３に
より正逆の回転を切り替える切替スイッチ部５４、スイッチ本体５２から突出される図５
に示す操作子５５を押圧してモータ４９の回転速度を変更するトリガー５７、およびスイ
ッチ本体５２とトリガー５７との間に介在しトリガー５７のストロークをモータ４９の正
転と逆転で制限する可動ストッパ５８などから構成されているが、以下これらの各部につ
いて順次説明する。
【００２７】
切替スイッチ部５４は、図２と図３に詳細に示すように、絶縁体で形成された矩形状のケ
ース５９の上面に、先端から板状に延長され途中の屈曲部６０で傾斜状に立ち上がり水平
に延長されて端部で掌状に広がり下方に緩やかに厚みを増す形状をした切替レバー５３が
配設され、さらに屈曲部６０から端部側に向かって所定の距離だけ離れた切替レバー５３
の底面に突設部５３Ａが突設されている。
【００２８】
さらに、切替レバー５３は、図３ (Ｂ )に示すように、先端部に係合孔１８が形成され、こ
の係合孔１８より屈曲部６０側の位置に離れてケース５９に一体に突設されこれを支点と
して回動する支点軸１９を有し、さらに屈曲部６０には下方に突起部６１が突設されてお
り、カバー３０に対向する位置には座繰部３２が形成されている。
【００２９】
ケース５９の内部は、上部側に上壁２１を有する円筒状の空間２２が形成され、この空間
２２の中に円板状の切替ロータ６２が収納されているが、この切替ロータ６２はその中心
に突設された支持軸２４が上壁２１の中心に穿設された貫通孔２５に挿入されている。
【００３０】
そして、切替ロータ６２は、支持軸２４に対して偏心して上面に突設されたボス２６を有
しており、このボス２６の円弧状の回動により支持軸２４を中心として回動して後述する
切替スイッチを切り替える。
【００３１】
さらに、ケース５９には、切替レバー５３の支点軸１９が挿入される嵌合孔２７が一端側
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に形成され、貫通孔２５の右側にはボス２６が回動するための円弧状の貫通孔２０が、さ
らに断面がＥ字型の円板状のカバー３０が上壁２１の上側から挿入できる円形の周壁３１
が、それぞれ形成されている。
【００３２】
カバー３０は、上壁２１に形成された貫通孔２５に挿入される回転軸２８が中央に突設さ
れ、ボス２６が貫通する貫通孔２９がカバー３０の中心から偏心して穿設されている。
【００３３】
以上の構成において、切替スイッチ部５４の上から見て反時計方向に切替レバー５３を回
動させると、この切替レバー５３の先端部にある係合孔１８に係合されたボス２６は円弧
状の貫通孔２０に沿って反時計方向の左端に移動し、この左端位置で後述する切替スイッ
チが正回転方向に切り替わる。
【００３４】
逆に、切替スイッチ部５４に対して上から見て時計方向に切替レバー５３を回動させると
、この切替レバー５３の先端部にある係合孔１８に係合されたボス２６は円弧状の貫通孔
２０において時計方向の右端に移動し、この右端位置で後述する切替スイッチが逆回転方
向に切り替わる。
【００３５】
以上の切替スイッチ部５４に配設された切替レバー５３により、モータ４９の正転と反転
を切り替えることができるが、切り替えた後は、切替スイッチ部５４に隣接配設されたス
イッチ本体５２において、トリガー５７によるストロークに対応してモータ４９の回転が
制御される。
【００３６】
次に、先ずスイッチ本体５２の内部構成について詳細に説明するが、スイッチ本体５２の
内部の電気的構成としては、図４に示すように、正負の電圧が両端に印加された摺動抵抗
器６３とこの摺動抵抗器６３の上をトリガー５７のストロークに従って摺動する摺動子６
４と図示しない電圧制御回路などが内蔵された回転数制御回路５１、電源スイッチ３３、
及び回転数制御回路５１の入出力端に並列に接続された短絡スイッチ１１などで構成され
、トリガー５７により押圧される操作子５５は電源スイッチ３３と摺動子６４に連動して
いる。
【００３７】
そして、電源３７は、電源スイッチ３３、モータ４９の界磁コイル４９Ａと４９Ｂ、短絡
スイッチ１１が並列に接続された回転数制御回路５１が双投の切替スイッチ６６の各共通
端に直列に接続されている。
【００３８】
さらに、モータ４９の電機子４９Ｃは、互いにクロスに接続された２対の切替スイッチ６
６の各切替端に接続され、切替レバー５３の回動により、電機子４９Ｃへの接続が互いに
逆になるように接続される。
【００３９】
この構成において、正転方向、例えば切替スイッチ部５４の上側から見て反時計方向に切
替レバー５３を回動すると、これにより切替スイッチ部５４内の切替ロータ６２は、これ
に連動する図４に示す切替スイッチ６６をモータ４９の電機子４９Ｃの接続を正方向に回
転するように切替える。
【００４０】
そして、正転方向の場合は、切替レバー５３の回動により、この切替レバー５３に突設さ
れた突起部６１が、後述するように可動ストッパ５８を押下しないので、トリガー５７を
押圧してもそのストロークは制限されずに、フルストロークまで自由に移動させることが
できる。
【００４１】
切替レバー５３により切替スイッチ６６が正回転側に切り替えられた後は、先ずトリガー
５７により操作子５５を押圧して電源スイッチ３３をオンとし、この後でトリガー５７を
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さらに押圧して摺動抵抗器６３の上をトリガー５７に連動する摺動子６４を摺動させてモ
ータ４９への電圧を変更する。
【００４２】
そして、トリガー５７がフルストローク直前に移動すると、操作子５５に連動した短絡ス
イッチ１１がオンし回転数制御回路５１を介さないでモータ４９に所定電圧を印加するこ
とができる。
【００４３】
また、トリガー５７を押圧し続けなくても良いように、トリガー５７をスイッチ本体５２
側に押圧した状態で、必要に応じてロックボタン９をスイッチ本体５２側に押圧するとト
リガー５７がロックされるようになっている。
【００４４】
この場合に、回転数制御回路５１は、フルストロークの移動に対して１００％効率の良い
モータ４９の回転数になるように図示しない内蔵される電圧制御回路によりモータ４９へ
の印加電圧を設定する。
【００４５】
逆に、切替レバー５３を逆転方向、例えば切替スイッチ部５４の上側から見て時計方向に
回動すると、これにより切替スイッチ部５４内の切替ロータ６２は、モータ４９が逆方向
に回転するように、切替ロータ６２に連動する図４に示す切替スイッチ６６によりモータ
４９の電機子４９Ｃの接続を正方向とは逆に変更する。
【００４６】
逆方向の場合は、切替レバー５３の回動により、この切替レバー５３に突設された突起部
６１が、後述するように可動ストッパ５８を押下する状態となるので、可動ストッパ５８
がトリガー５７とスイッチ本体５２との間に挿入された状態となってトリガー５７のスト
ロークが制限され、トリガー５７の押圧により操作子５５は例えばハーフストロークしか
移動させることができない。
【００４７】
切替レバー５３により逆回転側に切替スイッチ部５４が切替えられた後は、先ずトリガー
５７により操作子５５を押圧して電源スイッチ３３をオンとし、この後でトリガー５７を
さらに押圧すると、摺動抵抗器６３の上をトリガー５７に連動する摺動子６４が摺動され
てモータ４９への電圧が変更され、最終的にトリガー５７の例えばハーフストロークなど
に対応する適切な電圧がモータ４９に印加される。
【００４８】
次に、スイッチ本体５２の外部構成について詳細に説明するが、トリガー５７側の側壁５
２Ａには、図５と図６に示すように、長方枠状に形成された可動ストッパ５８が配設され
ており、この可動ストッパ５８の内部空間６７の中央には円筒状のガイド６８が突設され
ており、このガイド６８を貫通して操作子５５がスイッチ本体５２の内部から突出されて
いる。
【００４９】
この操作子５５は、ガイド６８の部分では円筒状であるが、その先端部分は矩形ブロック
５５Ａとして形成され、その中央部には円形状の孔５５Ｂを持ち切替レバー５３に対して
上下方向に幅広で所定の深さで孔５５Ｂを貫通してスリット５５Ｃが、矩形ブロック５５
Ａの左右の側壁には係止爪５５Ｄ、５５Ｅが、それぞれ形成されている。
【００５０】
さらに、可動ストッパ５８の内部空間６７には、切替レバー５３に対してガイド６８から
若干離れた上下位置にそれぞれスイッチ本体５２の側壁５２Ａに突設された保持部６９、
７０が配設されている。
【００５１】
保持部６９は上部が平坦面６９Ａのほぼ半円筒状に形成されてその内部には復帰スプリン
グ７１が挿入されており、平坦面６９Ａと可動ストッパ５８との間にスプリング７２が配
設され、さらに保持部７０は円筒状に形成されてその内部には復帰スプリング７３が挿入
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されている。
【００５２】
次に、可動ストッパ５８について詳細に説明するが、可動ストッパ５８は、図７に示すよ
うに、全体としては中央に内部空間６７を有する長方枠状に形成されているが、右側壁５
８Ａは中央部で内部が外部側に広がる肉薄の枠壁となっており、厚肉の上端と下端には図
５に示すトリガー５７側に矩形ブロックとして突出するストローク規制部５８Ｂ、５８Ｃ
が形成されている。
【００５３】
さらに、可動ストッパ５８の左側壁５８Ｄは、右側壁５８Ａと同様に、中央部で内部が外
部側に広がる肉薄の枠壁となっており、厚肉の上端と下端にはトリガー５７側に矩形ブロ
ックとして突出するストローク規制部５８Ｅ、５８Ｆが形成されている。
【００５４】
そして、左側壁５８Ｄと右側壁５８Ａは、Ｕ字状をした薄肉の連結部５８Ｇで底部におい
てこれ等と一体に連結され、上壁５８Ｈをコ字状の上辺とする連結部材５８Ｊにより、ス
トローク規制部５８Ｂ、５８Ｅとその両側辺の端部が一体に形成されている。
【００５５】
連結部材５８Ｊは、トリガー５７側の側面５８Ｋに連結部材５８Ｊの一端側から上壁５８
Ｈの上面５８Ｌと一致するように所定幅で所定の長さに亘って庇状に延設される水平部５
８Ｍが形成され、更にこの水平部５８Ｍから内部空間６７側に斜めに傾斜するスライド部
５８Ｎが側設されている。
【００５６】
連結部材５８Ｊの上壁５８Ｈの底部と、スイッチ本体５２に固定された保持部６９の平坦
面６９Ａとの間には、点線で示すスプリング７２が挿入され、スイッチ本体５２に対して
可動ストッパ５８を上方に押圧する。
【００５７】
次に、先ずトリガー５７の外観について説明するが、トリガー５７のカバー７４は、図５
と図６に示すように、オペレータが掌で押圧する所定の肉厚で蒲鉾状に円弧で形成された
ルーフ部７４Ａと、このルーフ部７４Ａから上方に向かって後方に立上るように張り出し
た張出部７４Ｂと、Ｕ字状の上端７４Ｃを除いて各面が互いにほぼ平行になるように覆わ
れた側面７４Ｄとから構成され、スイッチ本体５２側のカバー７４の側端７４ＥはＵ字状
となっている。
【００５８】
次に、トリガー５７の内部について説明するが、トリガー５７の内部は、図８に示すよう
に、カバー７４の上端７４Ｃから内部側に所定の距離Ｌ２だけ離れた位置であってカバー
７４の側端７４Ｅより内部側に距離Ｌ１だけ離れた位置に半円状の上板７５がカバー７４
と一体となって配設されている。
【００５９】
この上板７５には、左右の側面７４Ｄに対して中央の位置であってカバー７４の張出部７
４Ｂ側から上板７５の上端部７５Ａに亘って矩形状の切替ブロック７５Ｂが上板７５と一
体になって配設され、切替ブロック７５Ｂの先端部７５Ｃは三角形に形成されている。
【００６０】
そして、切替レバー５３の突設部５３Ａは切替ブロック７５Ｂに当接して切替レバー５３
が操作中に逆に移動しないようにする。
【００６１】
上板７５の中央の一端からは下方に矩形状のリブ材７６が伸延され、リブ材７６の他端は
中央に空間部７７Ａを有し周壁が所定の厚みを持ってＤ字状に形成されたスプリングガイ
ド７７の平坦部７７Ｂに一体に形成されている。
【００６２】
そして、このスプリングガイド７７の上端は、カバー７４の側端７４Ｅより長さＬ３だけ
内側に位置するように選定され、スプリングガイド７７の円弧状の両側面はカバー７４の
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両側の側面７４Ｄに板状の操作規制部７７Ｃ、７７Ｄにより一体に形成されている。
【００６３】
また、スプリングガイド７７の空間部７７Ａの中心には、カバー７４のルーフ部７４Ａか
ら円柱状のガイド部材７７Ｅが一体に突設されており、このガイド部材７７Ｅと空間部７
７Ａとの間には図５と図６に示す復帰スプリング７１が挿入される。
【００６４】
スプリングガイド７７の下端は、周囲が II字形状をした収納係止部７８の上板７８Ａの中
央部が連結部材７９で連結されており、上板７８Ａに対してこの連結部材７９の反対側に
位置する収納係止部７８の内部中央には上板７８ＡからＬ４だけ離れた位置に所定の長さ
に亘って係止板７８Ｂが一体に延設されている。
【００６５】
また、収納係止部７８の上板７８Ａの両側には側板７８Ｃ、７８Ｄの一端が側面７４Ｄか
ら若干離れて一体に形成され、これ等の側板７８Ｃ、７８Ｄの中央部には係止溝７８Ｅ、
７８Ｆ (７８Ｆは見えず )がそれぞれ形成されている。
【００６６】
そして、収納係止部７８には、図５と図６に示す操作子５５の矩形ブロック５５Ａが挿入
されて係止されるが、この際に係止板７８Ｂはスリット５５Ｃに挿入され、側壁に設けら
れた係止爪５５Ｄ、５５Ｅは係止溝７８Ｅ、７８Ｆにそれぞれ係合する。
【００６７】
これらの側板７８Ｃ、７８Ｄの他端は、上部を除く周囲がカバー７４と一体に突設された
下板７８Ｇと一体に形成され、下板７８Ｇの中央にはスプリングガイド７７と同じ高さの
スプリングガイド８０と連結する連結部材８１が連結されている。
【００６８】
連結部材８１には円筒状のスプリングガイド８０が連結されているが、スプリングガイド
８０の空間部８０Ａの中心には、カバー７４のルーフ部７４Ａから円柱状のガイド部材８
０Ｂが一体に突設されており、このガイド部材８０Ｂと空間部８０Ａとの間には図５と図
６に示す復帰スプリング７３が挿入される。
【００６９】
また、スプリングガイド８０の両側には、スプリングガイド８０の高さより内部に後退し
た側面位置から、カバー７４の両側面７４Ｄとカバー７４のルーフ部７４Ａに亘って、板
状の操作規制部８０Ｃ、８０Ｄがこれ等と一体になって形成されている。
【００７０】
次に、以上のように構成された電動工具スイッチ５０の動作について、図９～図１１を用
いて説明するが、先ず切替レバー５３を正転側に切り替え、トリガー５７を押圧していな
いフリーの状態を示す電動工具スイッチ５０は、図９に示す状態となっている。
【００７１】
正転の場合は、切替レバー５３は、図９ (Ａ )に示すように、切替ブロック７５Ｂの下側、
つまり上から見て切替レバー５３の支点軸１９に対して反時計方向に回動させてある。
【００７２】
そして、可動ストッパ５８は、図９ (Ｂ )に示すように、その全体がトリガー５７と本体ス
イッチ５２との間に挿入されて露出し、しかも切替レバー５３の突起部６１がスライド部
５８Ｎにスライドされているので、可動ストッパ５８が上に移動している状態となってい
る。
【００７３】
次に、正転側に切替レバー５３を切り替えてトリガー５７を押圧した状態では、図１０ (
Ａ )に示すように、トリガー５７は点線で示すフリー状態の位置ＦＬから押圧されて距離
Ｓ１まで移動できる状態となっている。
【００７４】
この場合は、図１０ (Ｂ )に示すように、切替レバー５３の突起部６１がスライド部５８Ｎ
にスライドされているので可動ストッパ５８が上に移動し、トリガー５７の４つの操作規
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制部７７Ｃ (７７Ｄ )、８０Ｃ (８０Ｄ )の位置に対して、可動ストッパ５８の４つのストロ
ーク規制部５８Ｂ (５８Ｅ )、５８Ｃ (５８Ｆ )が上側に移動されている。
【００７５】
この結果として、操作規制部７７Ｃ (７７Ｄ )、８０Ｃ (８０Ｄ )とストローク規制部５８Ｂ
(５８Ｅ )、５８Ｃ (５８Ｆ )との係合が離脱され、図１０ (Ｂ )に示すように、トリガー５７
が可動ストッパ５８の左側壁５８Ｄと右側壁５８Ａにまで達する長いストロークが可能と
なっている。
【００７６】
この場合には、切替レバー５３の突起部６１がスライド部５８Ｎにスライドしているので
、可動ストッパ５８は、図１０ (Ｃ )に示すように、スイッチ本体５２に固定された保持部
６９の上部の平坦面６９Ａと可動ストッパ５８の上壁５８Ｈとの間に介在するスプリング
７２の伸長力により、上に移動することが可能となる。
【００７７】
さらに、逆転側に切替レバー５３を切り替えてトリガー５７を押圧した状態では、図１１
(Ａ )に示すように、トリガー５７は点線で示すフリー状態の位置ＦＬから図１０ (Ａ )に示
す距離Ｓ１の状態に対して距離Ｓ２ (Ｓ２＜Ｓ１ )までしか移動できない状態となっている
。
【００７８】
これは、図１１ (Ｂ )に示すように、切替レバー５３により突起部６１がスライド部５８Ｎ
の上に位置する水平部５８Ｍに移動されるので、可動ストッパ５８が突起部６１に押圧さ
れて下に移動するためである。
【００７９】
この結果、トリガー５７の４つの操作規制部７７Ｃ (７７Ｄ )、８０Ｃ (８０Ｄ )と、可動ス
トッパ５８の４つのストローク規制部５８Ｂ (５８Ｅ )、５８Ｃ (５８Ｆ )の位置が一致して
係合し、トリガー５７のストロークが制限を受け、位置ＦＬからＳ２だけしか移動するこ
とができないからである。
【００８０】
この場合には、切替レバー５３の突起部６１がスライド部５８Ｎの上に上がっているので
、可動ストッパ５８は、図１１ (Ｃ )に示すように、スイッチ本体５２に固定された保持部
６９の上部の平坦面６９Ａと可動ストッパ５８の上壁５８Ｈとの間に介在するスプリング
７２が収縮された状態となり、可動ストッパ５８が下に移動している。
【００８１】
このように、切替レバー５３を左右に回動させることにより、切替レバー５３の突起部６
１がスライド部５８Ｎを上下させるので、これに伴い可動ストッパ５８が上下に移動され
てトリガー５７の操作規制部７７Ｃ (７７Ｄ )、８０Ｃ (８０Ｄ )と可動ストッパ５８のスト
ローク規制部５８Ｂ (５８Ｅ )、５８Ｃ (５８Ｆ )との着脱が制御されて、トリガー５７のス
トロークが正転と逆転とで異なることとなる。
【００８２】
【発明の効果】
以上、説明したように、本発明に係る電動工具スイッチの第一構成によれば、正方向の回
転の場合は切替レバーにより可動ストッパの動きを制御してストローク規制部と操作規制
部とを当接させない状態としてトリガーによる大きなストロークを確保して効率の良いモ
ータの回転数とし、逆方向の回転の場合はストローク規制部と操作規制部とを当接させた
状態としてトリガーによるストロークを制限するようにして逆方向でのモータの回転を制
限することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電動工具スイッチの実施の形態を示す斜視図である。
【図２】図１に示す電動工具スイッチの切替スイッチ部の構成を示す斜視図である。
【図３】図２に示す切替スイッチ部の構成を示す構成図であり、 (Ａ )図は正面図、 (Ｂ )図
は (Ａ )図におけるＡ－Ａを示す部分断面図である。
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【図４】図１に示す電動工具スイッチにおけるスイッチ本体の内部構成とその近傍の電気
的構成を示すブロック図である。
【図５】図１に示す電動工具スイッチにおいてトリガーを分離したときの斜め上側から見
た状態を示す斜視図である。
【図６】図１に示す電動工具スイッチにおいてトリガーを分離したときの斜め下側から見
た状態を示す斜視図である。
【図７】図１に示す電動工具スイッチにおいて可動ストッパを斜め上側から見た状態を示
す斜視図である。
【図８】図１に示す電動工具スイッチにおいてトリガーの内部の状態を示す斜視図である
。
【図９】図１に示す電動工具スイッチにおいてトリガーを操作しないフリーの状態を説明
する説明図であり、 (Ａ )図は上面図、 (Ｂ )図は側面図である。
【図１０】図１に示す電動工具スイッチの正転状態においてトリガーを押圧したときの状
態を説明する説明図であり、 (Ａ )図は上面図、 (Ｂ )図は部分側面図、 (Ｃ )図は (Ｂ )図に示
すＡ－Ａから矢印方向を見たときの切替レバーを除く部分断面図である。
【図１１】図１に示す電動工具スイッチの逆転状態においてトリガーを押圧したときの状
態を説明する説明図であり、 (Ａ )図は上面図、 (Ｂ )図は部分側面図、 (Ｃ )図は (Ｂ )図に示
すＢ－Ｂから矢印方向を見たときの切替レバーを除く部分断面図である。
【図１２】従来の電動工具スイッチの構成を略示的に示す側面図である。
【図１３】図１２に示す電動工具スイッチの構成を示す構成図であり、 (Ａ )図は電動工具
スイッチを斜め上から見た斜視図、 (Ｂ )図は電動工具スイッチの一部縦断面図である。
【図１４】図１２に示す電動工具スイッチの内部における電気的構成を示すブロック図で
ある。
【符号の説明】
９；ロックボタン、１０、５０；電動工具スイッチ、　１１；短絡スイッチ、
１２、５２；スイッチ本体、　１３、５３；切替レバー、
１４、５４；切替スイッチ部、　１５、５５；操作子、　１６、５７；トリガー、１７、
５９；ケース、　１８；係合孔、　１９、２４；支点軸、
２０、２５、２９；貫通孔、　２１、５８Ｈ；上壁、　２２；空間、
２３、６２；切替ロータ、　２６；ボス、　２７；嵌合孔、　２８；回転軸、
３０、７４；カバー、　３１；周壁、　３２；座繰部、　３３；電源スイッチ、
３４、４９；モータ、　３５；正転制御回路、　３６；逆転制御回路、
３７；電源、　３８、３９；可変抵抗体、　４０、４１、６４；摺動子、
４９Ａ、４９Ｂ；界磁コイル、　４９Ｃ；電機子、　５１；回転数制御回路、
５２Ａ；側壁、　５３Ａ；突設部、　５５Ａ；矩形ブロック、　５５Ｂ；孔、
５５Ｃ；スリット、　５５Ｄ、５５Ｅ；係止爪、　５８；可動ストッパ、
５８Ａ；右側壁、　５８Ｂ、５８Ｃ、５８Ｅ、５８Ｆ；ストローク規制部、
５８Ｄ；左側壁、　５８Ｇ；連結部、　　５８Ｊ、７９、８１；連結部材、
５８Ｋ、７４Ｄ；側面、５８Ｌ；上面、　５８Ｍ；水平部、
５８Ｎ；スライド部、　６７；内部空間、６０；屈曲部、　６１；突起部、
６３；摺動抵抗器、　６６；切替スイッチ、　６８；ガイド、
６９、７０；保持部、　６９Ａ；平坦面、　７１、７３；復帰スプリング、
７２；スプリング、　７４Ａ；ルーフ部、　７４Ｂ；張出部、　７４Ｃ；上端、
７４Ｅ；側端、　７５、７８；上板、　７５Ａ；上端部、
７５Ｂ；切替ブロック、　７５Ｃ；先端部、　７６；リブ材、
７７、８０；スプリングガイド、　７７Ａ、８０Ａ；空間部、　７７Ｂ；平坦部、７７Ｃ
、７７Ｄ、８０Ｃ、８０Ｄ；操作規制部、　７７Ｅ、８０Ｂ；ガイド部材、
７８；収納係止部、　７８Ｂ；係止板、　７８Ｃ、７８Ｄ；側板、
７８Ｅ、７８Ｆ；係止溝、　７８Ｇ；下板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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